
質
問
　
瑞
穂
町
の
活
性
化

を
通
し
、
町
を
市
に
昇
格

さ
せ
た
い
と
考
え
る
。
市

制
移
行
の
た
め
に
、
最
低

限
必
要
な
施
策
は
以
下
の

と
お
り
と
考
え
る
が
、
町

長
、
教
育
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長
　
市
に
す
る
た
め
に

は
、
人
口
５
万
人
以
上
な

ど
の
要
件
が
あ
る
。

問
①
　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
箱

根
ケ
崎
駅
方
面
へ
の
早
期

延
伸
。

町
長
　
具
体
化
に
向
け
検

討
に
入
っ
て
い
る
。

問
②
　
企
業
誘
致
。

町
長
　
奨
励
金
な
ど
、
進

出
の
後
押
し
を
し
て
い
る
。

問
③
　
六
道
山
を
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
。

町
長
　
自
然
を
生
か
し
た

観
光
連
携
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
④
　
高
度
利
用
促
進
の

た
め
用
途
地
域
の
見
直
し
。

町
長
　
他
の
用
途
地
域
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
進
め
る
べ
き
。

問
⑤
　
公
共
施
設
の
移

転
・
新
設
。

町
長
　
必
要
性
や
財
源
な

ど
を
配
慮
す
べ
き
。

問
⑥
　
少
子
高
齢
化
対
策
。

町
長
　
重
点
化
し
て
実
施

し
て
い
る
。

問
⑦
　
箱
根
ケ
崎
駅
周
辺

の
活
性
化
。

町
長
　
商
工
会
と
連
携
し

賑
わ
い
を
創
出
し
た
い
。

問
⑧
　
道
の
駅
の
誘
致
。

町
長
　
先
に
農
業
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。

問
⑨
　
誰
で
も
乗
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
現
。

町
長
　
地
域
公
共
交
通
会

議
を
立
ち
上
げ
検
討
に
入

る
。

問
⑩
　
学
力
の
向
上
。

町
長
　
新
た
な
施
策
展
開

に
期
待
。

瑞
穂
町
を
町
か
ら
市
へ

人
口
５
万
人
以
上
な
ど
の
要
件
が
あ
る

柚
木
　 

克
也
　
議
員
（
新
瑞
会
）

町
長

元気で楽しい
高齢化社会のために

認知症カフェや
 家族介護者のつどいを実施

近藤　　浩　議員（改革みずほの会）

町長

質
問
　
高
齢
化
が
言
わ
れ

久
し
い
が
、
町
も
そ
れ
に

対
応
し
、
元
気
で
楽
し�

い
地
域
の
た
め
の
施
策
を

さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

問
①
　
認
知
症
対
策
や
介

護
者
へ
の
支
援
を
。

町
長
　
認
知
症
の
地
域
支

援
に
つ
い
て
は
、
推
進

員
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
都
指
定
の
医

療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

早
期
に
発
見
、
診
断
し
て

適
切
に
対
応
す
る
。
ま
た
、

認
知
症
カ
フ
ェ
や
家
族
介

護
者
の
つ
ど
い
を
実
施
し
、

介
護
者
の
精
神
的
負
担
軽

減
策
を
進
め
る
。

問
②
　
運
転
免
許
証
返
納

を
進
め
る
た
め
の
施
策
を
。

町
長
　
公
共
交
通
体
系
全

体
の
見
直
し
を
進
め
る
が
、

免
許
証
返
納
へ
の
代
替
施

策
の
提
示
に
は
難
し
い
面

が
あ
る
。

問
③
　
癒
し
や
生
き
が
い

な
ど
で
ペ
ッ
ト
を
飼
え
る

よ
う
、
施
設
入
所
な
ど
の

際
に
残
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
の

対
策
を
。

町
長
　
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
ペ

ッ
ト
の
保
護
に
関
す
る
情

報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
力
し
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

図
書
館
事
業
の
今
後
の

展
開
は

教
育
長
　
交
流
の
場
と

し
て
の
居
場
所
機
能
の

構
築
の
ほ
か
、
来
館
困

難
な
高
齢
者
な
ど
へ
の

図
書
の
提
供
を
研
究
。

12月１日ふれあいセンターで行わ
れた「瑞穂町の未来を話そう！」懇
談会

町内で開催されている認知症カフェの一つ「楽
らく

笑
しょう

プラムカフェ」。フラワープラム敷地内の地域
交流サロンで参加者がランチを楽しみながら開
催している。利用者・家族・行政との交流が行
われ地域の絆となりつつある。
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質
問
　
東
日
本
に
記
録
的

豪
雨
を
も
た
ら
し
た
台
風

１９
号
と
続
く
２１
号
や
低
気

圧
に
よ
る
大
雨
で
大
き
な

被
害
が
各
地
に
出
た
。
繰

り
返
す
豪
雨
は
大
水
害
等

が
も
は
や
想
定
外
で
な
い

こ
と
を
突
き
つ
け
た
。

瑞
穂
町
で
も
あ
ち
こ
ち
で

冠
水
し
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
、

４
が
発
令
さ
れ
、
そ
し
て

土
砂
崩
れ
が
起
き
、
多
く

の
住
民
が
不
安
を
募
ら
せ

た
。
今
回
２
回
の
避
難
所

開
設
ま
で
の
経
緯
と
状
況

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今

後
の
防
災
対
策
や
災
害
時

対
応
に
つ
い
て
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長
　
台
風
１９
号
で
は
、

二
日
前
に
会
議
を
開
催
し

て
、
対
応
準
備
の
ほ
か
、

気
象
庁
な
ど
と
連
携
し
、

避
難
完
了
す
べ
き
時
刻
を

設
定
し
た
。
ま
た
、
先
行

的
な
対
策
本
部
の
設
置
、

対
策
資
材
の
準
備
、
避
難

所
開
設
、
警
戒
レ
ベ
ル
の

発
令
、
水
防
活
動
な
ど
へ

の
応
急
対
策
に
あ
た
っ
た
。

住
民
へ
の
周
知
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
各
種
媒
体
の
ほ
か
、

消
防
団
に
よ
る
放
送
、
民

生
委
員
や
自
主
防
災
組
織

と
連
携
し
て
の
職
員
に
よ

る
避
難
行
動
要
支
援
者
宅

へ
の
個
別
訪
問
を
行
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
効
率
的
で
、

い
ち
早
い
職
員
の
配
備
態

勢
や
避
難
所
運
営
準
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
対
応

を
補
完
す
る
た
め
の
防
災

協
定
締
結
を
進
め
て
い
く
。

瑞
穂
町
の
防
災
対
策
や 

 

災
害
時
対
応
を
問
う

災
害
対
策
本
部
を
先
行
的
に
設
置
し
た

香
取 

幸
子
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

瑞穂町の農業について

令和２年度改定予定の
 農業振興計画に反映したい

下澤　章夫　議員（自民新政会）

町長

質
問
　
全
国
的
傾
向
で
あ

る
が
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
。
瑞
穂

町
に
お
い
て
も
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
不
足
、
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
な
問
題
で
、
農
業

従
事
者
も
少
し
ず
つ
減
少

し
て
い
る
。
そ
う
い
う
状

成
支
援
が
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
令
和
２

年
度
に
「
瑞
穂
町
農
業
振

興
計
画
」
の
改
定
を
予
定

し
て
お
り
、
現
在
、
農
家

な
ど
へ
の
意
向
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
準
備
を
進
め

て
い
る
。
農
業
者
の
意
見

だ
け
で
な
く
、
消
費
者
動

向
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て

農
業
振
興
の
た
め
の
具
体

的
支
援
策
を
見
据
え
た
上

で
、
農
業
振
興
計
画
に
反

映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

況
で
も
農
産
物
生
産
量
確

保
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

生
産
性
の
向
上
が
課
題
で

あ
る
。
瑞
穂
町
の
農
業
の

将
来
へ
の
対
策
・
展
望
に

つ
い
て
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長
　
町
で
は
、
農
地
を

守
り
、
農
業
を
発
展
さ
せ

て
い
く
事
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
生
産
性
の
向

上
、
所
得
の
確
保
な
ど
次

世
代
を
担
う
農
業
者
の
育

旧庁舎に設置された災害対策本部

町内の農地（長岡地区）
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